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建築



業務紹介

・建築基準法の建築確認、都市計画法に基づく開発許可
・県有建築物の整備・維持管理
・住宅施策の企画 など

 概要

 勤務先

本庁各課（建築宅地課、住宅課、営繕課 など）

地方機関（土木事務所）



 出身 ：山形県酒田市
 入庁までの経歴：H27.3 県内高等技術専門校（高専） 卒業

H27.4 入庁

入庁後の異動歴（現在入庁10年目）

H27.4～ 北部土木事務所 建築班
建築基準法や都市計画法などに関すること（建築確認申請・開発許可などの許認可申請）

H30.4～ 営繕課 企画調査班
県有建築物の営繕業務に関する企画など

R3.4～ 仙台土木事務所 建築第二班
建築基準法や都市計画法などに関すること（建築確認申請・開発許可などの許認可申請）

R6.4～ 建築宅地課 開発防災班
都市計画法の開発許可、被災宅地危険度判定士の登録業務など

自己紹介



 なぜ公務員？

• 学生時代の専攻分野を活かし、半永久的に後世に残る県有施設の
整備などに携わってみたかった。

• 将来的に、終身雇用のメリットが最も高いのが公務員だと思った。

 なぜ宮城県庁？

• 学生時代に東日本大震災を経験し、激甚化する災害の復興に携わり
たかった。

• 慣れ親しんだ宮城県のことを更に理解したかった。

志望動機



これまでに担当した業務の紹介

• 窓口業務では、設計者か
ら相談を受け、法律への適
合状況を確認したり、各種
申請の受付などを行う

• １週間に２回程度、県内各地に車を走らせ、
建築物の検査などを行う。



現在の担当業務の紹介

 都市計画法の開発許可制度に関する事務

開発許可申請の審査業務、市街化調整区域での建築相談など

 被災宅地危険度判定士に関する業務

被災宅地危険度判定士（被災した市町村又は都道府県の要請に
より、宅地の2次災害の危険度を判定する土木、建築等の技術者）
の登録業務や講習会の開催など



入庁前のイメージとのギャップ

 入庁前のイメージ

• 事務作業が多く、現場作業はあまりなさそう…
• デスクに向かうのが中心で、あまり対人の機会がなさそう…
• ひらめきがあっても、自分のアイデアを活用できる場面はなさそう…

 入庁してみたら･･･

• 事務作業も多いが、それ以上に現場に出ることも多い。
現場を見ないとわからないこともある。

• 対人業務が中心。上司や同僚との会議、業者との打ち合わせ、一般
の県民への説明などが多い。

• 課題解決に向け、様々なアイデアを求められる場面が多い。



印象に残っている業務

• 県有建築物の設計者を選定する時に、公募型プロポーザル形式と
いう設計コンペのような方法を採用したことがありました。

• 多くの設計会社が多種多様な設計案を持ち寄り、しのぎを削ったプ
レゼンを実施することで、よりよい設計者を選定することができました。

• 洗練された設計案や、熱意のこもったプレゼンを目の当たりにし、１
つの施設に込められた思いに触れ、感動した記憶があります。



仕事をする上で心がけていること

何はともあれ「報告・連絡・相談」！

自分だけが知っていて、上司や同僚が知らないことが無いように、常に風通
しよく水平展開することが重要です。

良いことも悪いことも、誰かと共有してしまいましょう。

未来を予測すること！

常に未来のビジョンを予測し、そこにたどり着く道順を考えます。

ゴール地点から考えることで、いろいろ見えるものがあります。



仕事のやりがい

建築物の竣工を間近で見ることができる

• 設計の段階から建築物が出来上がっていく姿を見ることができます。

達成感を味わうことができる

• 企画や打ち合わせを重ね、１つのことを達成する喜びがあります。

県民の生活を支える実感を感じることができる

• 自分の仕事が、県民の生活を支えているという確かな実感を味わえます。



宮城県職員の魅力

 自分の意見を通しやすい

アイデアや意見を求められる場面が多く、自分の意見を反映できる機会
が多いです。

 国や市町村との連携がとりやすい

国や市町村と連絡・調整する機会が多く、県は中間に位置しているの
で、連携がとりやすい位置づけです。

 キャリアアップのチャンスがある

様々な業務を経験するので、スキルの伸ばし、キャリアを積むことができ
ます。



先輩職員からのメッセージ

 皆さんの興味を引く内容はありましたか？

 建築職以外にも、県庁には多くの業種があり
ます。

 ぜひ、これを期に宮城県という組織に興味を
もっていただけると嬉しいです。


